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令和７（２０２５）年度入学者選抜における変更にかかる参考資料 【出題ポリシー 新旧対照表】 

新 旧 

一般選抜（前期日程） 数学出題ポリシー 

 
 
一般選抜（前期日程）における数学の出題では，入学後の初年度基礎数学科目を学ぶ上で困難が

生じないレベルの基礎事項を習得できているか否かを問います。システム情報科学分野を学ぶにあ

たり必要となる「学力の３要素」のうち「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を多面的・総合

的に評価します。正解に至るだけではなく，正解に至る論理的に正しい過程を適切に表現できるか

といった表現力なども重要な要素となります。 
 
数学の問題は，"必須問題"と"選択問題"から構成されています。"必須問題"の出題範囲は，「数学

Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ，数学Ｃ」です。"選択問題"の出題範囲は，「数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，

数学Ｂ，数学Ｃ」または「数学Ⅲ，数学Ｃ」のいずれかの選択とします。 
 
１．必須問題（「数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ，数学Ｃ」） 
 

主として基礎事項に関する学力を確認するための問題を２問程度出題します。 
・数学Ｂの出題範囲は「数列」とします。 
・数学Ｃの出題範囲は「ベクトル」とします。 

 
２．選択問題（「数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ，数学Ｃ」） 
 

数学Ⅰ，数学Ａ，数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃの範囲から，複数の事項を活用した多面的・総合的

な学力を問う問題を２問程度出題します。 
・数学Ｂの出題範囲は「数列」とします。 
・数学Ｃの出題範囲は「ベクトル」とします。 

 
３．選択問題（「数学Ⅲ，数学Ｃ」） 
 

必須問題と同様，主として基礎事項に関する学力を確認するための基本的な問題を２問程度出

題します。 
 
 
 

 

上記の数学Ｂ，数学Ｃの出題範囲に関する取扱いは３年間の措置とし， 

令和１０年度入試にあたっては，見直しを行うこととします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

一般選抜（前期日程） 数学出題ポリシー 

 
 
一般選抜（前期日程）における数学の出題では，入学後の初年度基礎数学科目を学ぶ上で困難が

生じないレベルの基礎事項を習得できているか否かを問います。システム情報科学分野を学ぶにあ

たり必要となる「学力の３要素」のうち「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を多面的・総合

的に評価します。正解に至るだけではなく，正解に至る論理的に正しい過程を適切に表現できるか

といった表現力なども重要な要素となります。 
 
数学の問題は，"必須問題"と"選択問題"から構成されています。"必須問題"の出題範囲は，「数学

Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ」です。"選択問題"の出題範囲は，「数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ」

または「数学Ⅲ」のいずれかの選択とします。 
 
１．必須問題（「数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ」） 
 

主として基礎事項に関する学力を確認するための問題を２問程度出題します。 
 
 
 
２．選択問題（「数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ」） 
 

数学Ⅰ，数学Ａ，数学Ⅱ，数学Ｂの範囲から，複数の事項を活用した多面的・総合的な学力を

問う問題を２問程度出題します。 
 
 
 
３．選択問題（「数学Ⅲ」） 
 

必須問題と同様，主として基礎事項に関する学力を確認するための基本的な問題を２問程度出

題します。 
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新 旧 

総合型選抜 総合問題Ａ出題ポリシー 

 
 
総合型選抜における総合問題Ａでは，システム情報科学分野を学ぶにあたり必要となる「学力の

３要素」のうち「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を多面的・総合的に評価します。数学ま

たは情報科学に現れる様々な事項を理解して論理的に考察したり処理したりすること，さらには身

近な事象の理解を深めたり問題解決といった「数学的活動」に関する基礎的な知識の理解と活用力

を問います。 
 
総合問題Ａは，３つの異なる出題範囲の問題から構成されています。 
 
１．基礎的な数学能力を問う問題 
 
 主として「数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ，数学Ｃ」の範囲から基礎的な知識の理解を問い

ます。出題形式は，基本的な小問を５問程度出題します。 
 ・数学Ｂの出題範囲は「数列」とします。 
・数学Ｃの出題範囲は「ベクトル」とします。 

 
２．データに関する基礎的な問題 
 

図や表などを元にした設問により，読解，説明，推論する力などを問います。 
・出題範囲は「数学Ⅰ」および「情報Ⅰ」とします。 
 

３．情報に関する基礎的な問題 
 

情報科学の基礎（二進数の計算など）の理解，問題を解くための方法や手順を考える 
力，情報メディアの性質を理解し適切な表現について考える力，といった情報分野を学 
ぶにあたり必要となる基礎的な力などを問います。 

   

 

 

 

上記の「基礎的な数学能力を問う問題」および「データに関する基礎的な問題」の 

出題範囲に関する取扱いは３年間の措置とし，令和１０年度入試にあたっては，見 

直しを行うこととします。 

 

 

 

 

 

 

総合型選抜 総合問題Ａ出題ポリシー 

 

 

総合型選抜における総合問題Ａでは，システム情報科学分野を学ぶにあたり必要となる「学力の

３要素」のうち「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を多面的・総合的に評価します。数学ま

たは情報科学に現れる様々な事項を理解して論理的に考察したり処理したりすること，さらには身

近な事象の理解を深めたり問題解決といった「数学的活動」に関する基礎的な知識の理解と活用力

を問います。 
 
総合問題Ａは，３つの異なる出題範囲の問題から構成されています。 
 
１．基礎的な数学能力を問う問題 
 
 主として「数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ」の範囲から基礎的な知識の理解を問い    
ます。出題形式は，基本的な小問を５問程度出題します。 

 
 
 
２．データに関する基礎的な問題 
 

図や表などを元にした設問により，読解，説明，推論する力などを問います。 
 
 
３．情報に関する基礎的な問題 
 

情報科学の基礎（二進数の計算など）の理解，問題を解くための方法や手順を考える 
力，情報メディアの性質を理解し適切な表現について考える力，といった情報分野を学 
ぶにあたり必要となる基礎的な力などを問います。 
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新 旧 

学校推薦型選抜 総合問題Ⅰ出題ポリシー 

 
 
学校推薦型選抜における総合問題 I では，入学後にカリキュラムに沿って学んでいく上で知って

いるべき基礎事項を習得できているか否かを問います。また，数学に現れる様々な事項を理解して

論理的に考察したり処理したりすること，さらには身近な事象の理解を深めたり問題解決といった

「数学的活動」に関する基礎的な知識の理解と活用力を問います。システム情報科学分野を学ぶに

あたり必要となる「学力の３要素」のうち「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を多面的・総

合的に評価します。 
 
総合問題 I は，２つの異なる出題範囲の問題から構成されています。 
 
１．基礎的な数学能力を問う問題 
 

主として「数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ，数学Ｃ」の範囲から基礎的な知識の理解を問い

ます。出題形式は，いくつかの小問で構成された問題を２問程度出題します。 
・数学Ｂの出題範囲は「数列」とします。 
・数学Ｃの出題範囲は「ベクトル」とします。 

 
２．データに関する基礎的な問題 
 

図や表などを元にした設問により，読解，説明，推論する力などを問います。 
・出題範囲は「数学Ⅰ」および「情報Ⅰ」とします。 

 
 
 

 

上記の「基礎的な数学能力を問う問題」および「データに関する基礎的な問題」の 

出題範囲に関する取扱いは３年間の措置とし，令和１０年度入試にあたっては，見 

直しを行うこととします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校推薦型選抜 総合問題Ⅰ出題ポリシー 

 

 

学校推薦型選抜における総合問題 I では，入学後にカリキュラムに沿って学んでいく上で知って

いるべき基礎事項を習得できているか否かを問います。また，数学に現れる様々な事項を理解して

論理的に考察したり処理したりすること，さらには身近な事象の理解を深めたり問題解決といった

「数学的活動」に関する基礎的な知識の理解と活用力を問います。システム情報科学分野を学ぶに

あたり必要となる「学力の３要素」のうち「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を多面的・総

合的に評価します。 
 
総合問題 I は，２つの異なる出題範囲の問題から構成されています。 
 
１．基礎的な数学能力を問う問題 
 

主として「数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ」の範囲から基礎的な知識の理解を問い 
ます。出題形式は，いくつかの小問で構成された問題を２問程度出題します。 

 
 
 
２．データに関する基礎的な問題 
 

図や表などを元にした設問により，読解，説明，推論する力などを問います。 
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新 旧 

一般選抜（前期日程） 英語出題ポリシー 

 

 

（略） ※これまでと変更ありません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般選抜（前期日程） 英語出題ポリシー 

 

 

英語能力を問う問題は，高等学校学習指導要領等を踏まえながら，出題する文章と問題に独自の

焦点を持たせています。おもに，科学およびデザイン，技術に関する場面において，情報や考えを

理解したり伝えたりする能力を以下のとおり評価します。 

また，試験において，辞書の使用を認めています。文章の要になるような単語の意味がわからな

いときに，単語の適切な意味をその場で見出すという辞書の活用は，本学の英語教育において実践

的な英語力の一つと考えるためです。 

 

１）読解力 

・ 文章の要点や概要を理解する。 

・ 質問の要点を明確にし，与えられた文章の文脈と照らし合わせて適切な答えを選ぶ。 

・ 文章の中から特定の情報を見つける。 

・ 論点を明確にする中で，その論点と文章の構成や図表などの関係に着目する。 

 

２）構成力・表現力 

・ 自分が聞いたり，読んだり，学んだり，経験したりしたことに基づいた情報や考え方 

について，一貫したまとまりのある文章を書き伝える。 

・ 与えられた文章に示された情報に基づき，論理的で明確な文章を書く。 

・ 論点を明確にする中で，その論点と文章の構成や図表などの関係に着目する。 
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新 旧 

総合型選抜 総合問題Ｂ・学校推薦型選抜 総合問題Ⅱ 出題ポリシー 

 

 

（略） ※これまでと変更ありません 

 

 

 

総合型選抜 総合問題Ｂ・学校推薦型選抜 総合問題Ⅱ 出題ポリシー 

 

 

大学では，教員の講義を聞いたり，日本語あるいは英語で書かれている書籍や論文を読んだりす

ることにより，さまざまな知識を得ていきます。また，与えられた課題の意図を正確に把握してレ

ポートなどを作成したり，簡潔な試験答案を書いたりすることが求められます。総合型選抜におけ

る総合問題Ｂ，学校推薦型選抜における総合問題Ⅱでは，このような学習を自律的に進めていくた

めに必要となる，言語理解・言語表現の基礎的な能力について日本語および英語の両面から問いま

す。 

 

１．日本語能力を問う問題 

 日本語能力を問う問題では，以下の２点を評価します。これらの能力は，文系・理系にかかわ

らず，小学校から中学校，高等学校へと進む中で徐々に養われていくものと考えられます。 

 

１）論理的な思考力・理解力 

・ 因果（原因と帰結），相関，比較，並列，階層構造など，情報間の関係がわかる。 

・ 情報を適切に分類できる。 

・ 情報の抽象度の違いがわかる。 

・ 情報の重複，話題の不整合，論理の飛躍などの文章上の問題点を発見できる。 

 

２）適切に説明する能力 

・ 言葉の意味を理解し，日本語として適切な言葉・文法を用いて説明できる（語彙力）。 

・ 文章の読み手に合わせて説明の仕方を工夫できる。 

・ 主張・理由づけ・証拠による，説得力のある説明ができる。 
 

２．英語能力を問う問題 

英語能力を問う問題は，高等学校学習指導要領等を踏まえながら，出題する文章と問題に 

独自の焦点を持たせています。おもに，科学およびデザイン，技術に関する場面において， 

情報や考えを理解したり伝えたりする能力を以下のとおり評価します。 

また，試験において，辞書の使用を認めています。文章の要になるような単語の意味がわ 

からないときに，単語の適切な意味をその場で見出すという辞書の活用は，本学の英語教育 

において実践的な英語力の一つと考えるためです。 

 

１）読解力 

・ 文章の要点や概要を理解する。 

・ 質問の要点を明確にし，与えられた文章の文脈と照らし合わせて適切な答えを選ぶ。 

・ 文章の中から特定の情報を見つける。 

・ 論点を明確にする中で，その論点と文章の構成や図表などの関係に着目する。 

 

２）構成力・表現力 

・ 自分が聞いたり，読んだり，学んだり，経験したりしたことに基づいた情報や考え方 

について，一貫したまとまりのある文章を書き伝える。 

・ 与えられた文章に示された情報に基づき，論理的で明確な文章を書く。 

・ 論点を明確にする中で，その論点と文章の構成や図表などの関係に着目する 
 

 

 

 


